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○原子力を石油・石炭に転換した場合○原子力を石油・石炭に転換した場合

○原子力を天然ガスに転換した場合○原子力を天然ガスに転換した場合

我が国において、仮に現在（２００２年時点）の原子力を石油、石炭に置き原子力を石油、石炭に置き
換えたとすれば、同年比でエネルギー起源ＣＯ換えたとすれば、同年比でエネルギー起源ＣＯ２２排出量は２割程度増加排出量は２割程度増加。
原子力を天然ガスに置き換えた場合でも、１割程度増加原子力を天然ガスに置き換えた場合でも、１割程度増加。

18.6624.7113.470[ｔ－Ｃ/ＴＪ(h)]炭素排出係数

8802,1082,5292,949[億kWh(e)]
発電電力量
（２００２年度）

石油石炭天然ガス原子力

原子力原子力による発電電力量分を石油・石炭で発電石油・石炭で発電

→ 約２億３千万トン約２億３千万トン※※ののＣＯＣＯ２２増加増加

約１１％増約１１％増原子力原子力による発電電力量分を天然ガスで発電天然ガスで発電

→ 約１億２千万トン約１億２千万トン※※ののＣＯＣＯ２２増加増加

約１９％増約１９％増

【出典： 二酸化炭素排出量、炭素排出係数・・・資源エネルギー庁ホームページ「エネルギー需給実績（平成１４年度確報）」
発電電力量・・・「平成１６年度版 電源開発の概要」】 ※単位は[t-CO2]

＜同年比＞＜同年比＞

■２００２年度のエネルギー起源二酸化炭素排出量：１１億６千万[t-CO2]

原子力発電によるＣＯ原子力発電によるＣＯ２２排出の抑制排出の抑制（２／３）（２／３）

１－（２）．地球温暖化の防止１－（２）．地球温暖化の防止

【修正前】
１３億３千万[t-CO2]
※温室効果ガスの総排出量
（二酸化炭素に加え、メタン等も含む）

【修正後】
１１億６千万[t-CO2]
※エネルギー起源の二酸化炭素排出量

【修正前】
約１７％

【修正後】
約１９％

【修正前】
約９％

【修正後】
約１１％

【修正前】
２行目 「２割弱」 、３行目「１割弱」
【修正後】
２行目「２割程度」、３行目「１割程度」
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